
鳥
山
　
考
慮
　
「
暫
ハ
志
　
加
　
商
　
璃
」
晩
破
∵
瑚
　
電
「
奉
に
　
つ
　
い
．
て

／
一二．三田

賓
も
東
商
の
説
畠

藤
山
ネ
靡
1
賓
も
卸
商
薄
」
　
に
つ
〓
て

軒
碑
者
　
1
仁
清
L
に
つ
＝
二
＼

（
園
如
し
　
恵
山
童
顔
　
1
醇
苗
東
塔
璃
し

二
　
審
蕃
和
尚
の
説
嶺

乗
の
禅
僧
、
賓
も
和
歯
．
こ
い
え
ば
、
奇
行
に
、
馬
ん
だ
人
鋤

と
し
て
、
亥
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
放
っ
て
、
そ
の
神

輿
の
農
は
裁
嶺
の
解
剖
∵
し
な
り
、
本
郷
の
親
．
藷
作
品
の
坤
に

も
、
二
丑
牽
題
朝
と
し
た
事
の
が
あ
る
。
彼
我
朝
審
耳
の
打

都
集
第
十
島
1
蜜
患
部
揚
こ
牽
」
と
専
増
車
遺
新
顔
を
九
ノ
ニ

「
寮
長
和
尚
彰
畢
L
と
が
こ
れ
で
あ
各
。
二
の
二
つ
の
作
亀

言

‥

・

　

∴

　

　

∵

に

脾

の

ら

爪

だ

鶉

は

、

顔

句

等

l二

些

少

の

。

鼻

翼

は

あ

る

が

、

固

一

缶

の

冥

塚

と

考

え

ら

れ

る

麓

に

、

牽

く

共

通

し

て

い

る

。

そ

の

内

客

は

、

蝿

の

御

門

が

三

人

の

愈

節

萱

遷

し

て

、

賓

存

和

尚

の

尊

影

を

繭

さ

写

さ

し

め

た

と

こ

ろ

、

解

前

線

窺

滴

の

爪

で

願

の

戊

怒

さ

し

細

り

釦

尿

を

引

き

の

け

て

、

金

芭

の

巻

薩

磯

を

痩

し

て

、

己

が

真

影

を

絵

師

l

二

等

ご

し

め

甘

か

っ

た

、

．

－



と
い
う
の
で
あ
′
宙
。

催
い
真
峯
で
あ
筍
の
で
、
ゑ
！
卜
瀦
げ
∫
て
プ
ム

○
打
新
教
．
（
古
墳
尿
尊
公
窺
饗
本
に
J
為
）

啓

賓

も

勅

勘

ト

象

聖

オ

ハ

シ

ケ

リ

イ

ミ

ン

ク

贅

デ

オ

ハ

ン

グ
レ
ハ
壬
卜
形
ヲ
世
－
意
中
囲
．
虻
ト
テ
蛋
節
三
人
L
ぅ
選
ケ

ル
一
ペ
チ
カ
、
ハ
審
毛
や
ダ
カ
ニ
ノ
ト
テ
三
人
シ
テ
窒
甲
甲
ニ
、

グ

ラ

ム

ヲ

昏

ニ

セ

ム

　

チ

盈

叛

〃

リ

三

人

ノ

暮

し

画

聖

ノ

虜
ニ
。
マ
ウ
7
、
ガ
、
ワ
・
「
ノ
暮
ニ
ヨ
リ
テ
サ
ム
傘
タ
ル
ト

甲
ケ
レ
バ
ン
バ
ン
芸
テ
ウ
ル
ハ
。
務
用
人
）
考
法
服
ヲ
ト
、

ノ
ヘ
　
」
テ
グ
ム
出
対
顔
ダ
リ
グ
．
ル
三
大
ノ
草
餅
署
へ
キ
周

ヲ

並

テ

三

人

並

テ

費

了

サ

ム

ト

え

ル

犀

ニ

シ

バ

ン

」

ヲ

ノ

レ

ガ

離

ア

リ

濱

ヲ

見

テ

カ

ブ

へ

シ

ト

イ

ヒ

ケ

レ

ハ

婁

望

紳

シ

バ

三

貴

備

メ

ス

ン

千

里

ノ

カ

ホ

ヲ

尾

ハ

L

大

塊

ノ

軋

ヲ

妹

サ
シ

テ

頗

ノ

攻

ヲ

婚

跡

デ

面

ノ

ア

ヒ

ヲ

友

右

手

シ

テ

巳

年

ノ

ケ

テ

会

邑

ノ

帯

′

顔

ヲ

L

姑

出

ダ

リ

一

人

ノ

葺

酵

ハ

千

手

観オ
餌
ヤ

者
免
ル
㌻
ヘ
ノ
春
画
ハ
正
観
音
ト
濃
ル
各
、
、
東
マ
、
二
王
〝

ェ

」

孝

タ

リ

ケ

レ

ハ

壬

鷺

論

テ

桝

凌

ヲ

遜

シ

メ

命

ケ

レ

パ

刀
イ
∴
ワ
ッ
破
二
乾
酪
ケ
．
リ

○
き
治
冶
盟
初
詣
登
れ
ノ
二
　
（
日
本
古
典
、
哀
替
大
森
∵
率
）

あ

り

．

膏
、
竜
ろ
≡
L
に
、
顎
志
和
尚
／
）
い
ふ
窒
膏
。
い
み
じ
く
尊

刃

か

ど

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

え

い

く
お
ぼ
し
口
外
ば
、
御
門
「
か
の
賓
の
す
が
た
イ
を
．
彰
に

若
き
と
二
り
ん
L
∴
こ
て
、
鎗
締
三
人
を
つ
か
は
し
て
、
「
も

エか
賀
ヽ

L
J
ぺ
し
て
也
、
者
た
が
げ
る
事
も
あ
り
」
こ
て
、
三
人

封
繕
せ

し
て
、
票
に
う
つ
▼
守
べ
き
チ
し
、
仰
、
爪
く
誓
り
竺
し
・

つ
か
は
さ
せ
蝉
で
、
三
人
の
轡
師
、
壁
の
も
㌢
ニ
∵
各
。
て
、

が
う
ポ
H
ソ
J
き
・
フ
し

か
く
賓
旨
を
衷
て
ま
う
で
た
㊨
よ
し
甲
弓
組
ぼ
、
1
し
ば

ぎ
J
つ
ぞ
ノ
ヽ
t

t
や

し
L
せ
い
か
て
、
玖
鞭
の
敬
承
し
て
出
あ
か
鮪
へ
る
を
、

三
八
の
線
師
、
お
の
ノ
＼
∵
着
く
べ
き
癖
を
ひ
ろ
げ
・
て
、
三

人
な
ら
が
て
饗
を
く
だ
さ
ん
ゾ
エ
リ
る
に
、
畢
1
し
ば
ら
く
。

〃
が

発
達
二
と
の
影
あ
り
。
そ
れ
を
澄
て
・
書
き
う
つ
す
べ
し
」

ヽ
、
．
ハ
ノ

と
あ
り
け
絡
ば
、
碑
師
、
盈
右
慧
く
書
か
ず
し
て
、
蟹
の

徹
影
を
み
れ
ば
、
犬
ゆ
が
の
つ
わ
に
て
∴
轟
の
現
を
さ
し

か
ミ
1
〓
ん
け
鼠
ヽ

き
り
て
、
授
孝
を
膏
へ
の
の
け
て
あ
る
よ
り
、
金
色
の
嘘
甘

い
で

産
の
、
か
ば
き
さ
し
出
た
り
。
〆
人
の
碑
師
は
、
十
′
面

艶
音
と
み
る
。
√
人
の
緒
師
ば
、
癖
紺
藩
で
ガ
が
率
挙
り

げ
ろ
二
ハ
祈
の
く
二
見
奇
考
、
に
う
っ
し
孝
り
て
、
甥
て
参

た
一
4
か
た
ま
．
ぴ

り
た
り
け
れ
ば
、
御
門
お
で
ろ
き
磨
て
、
判
の
硬
を
絶
て
、

繍
捺
せ
絡
、
爪
に
、
か
い
消
つ
や
う
に
し
て
失
せ
絵
ひ
ぬ
。

ま
・
つ
ノ
．
し

誉
れ
よ
日
ソ
ぞ
「
た
．
ヾ
人
に
て
ば
お
ぼ
せ
ぎ
0
月
O
L
で
甲

あ
へ
〓
つ
け
る
。

そ
の
鼻
翼
の
主
甘
点
ば
、

j

大

元

紹

ノ

乱

ヲ

嫉

テ

額

ノ

垣

ヤ
り
ノ

ヲ
指
研
テ
嘲
1
4
勇
つ
d
ヲ
左

右
子
、
ン
テ
ヒ
キ
ノ
　
ケ
テ

2
大
ゆ
ふ
伊
の
つ
め
に
て
、
額

の
硬
を
ご
し
き
日
ソ
て
、
県

を

茨

膏

へ

利

の

月

て

あ

る



二
牢
固
貴
〕

2

一

人

ノ

塞

締

ハ

今

寺

朝

濱

（
上
藍
ル

よ
り
　
〔
亨
洛
お
題
）

2

一

入

の

磯

節

は

、

十

一

曲

数
音
L
み
為

や
あ
希
が
、
夢
窓
が
．
自
ら
4
贅
債
を
轟
か
せ
た
一
驚
の
奇
異
諸

と
し
て
潟
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
．
石
。

と
〓
ろ
で
、
二
の
翠
あ
の
蘭
幾
年
確
畠
と
し
て
、
轟
僧
侶

老
境
十
　
（
群
像
放
）
、
痺
碑
伝
養
親
呼
　
へ
釈
賓
為
）
、
景
療

債
超
餐
義
務
二
十
と
　
（
首
藤
禅
師
）
、
法
務
永
森
を
奉
げ
る

二
王
が
哩
に
巧
打
れ
て
い
る
　
（
申
帝
牢
曙
程
聯
冬
　
日
本
酋

腰
丈
孝
夫
糸
好
収
泰
）
が
、
〓
れ
わ
の
本
文
を
碑
す
る
に
、

寮
息
の
奇
行
．
琴
は
あ
ゥ
て
毛
、
索
の
二
説
畠
偉
品
と
瀾
じ
肖

像
を
圃
か
せ
た
裸
の
奇
異
埠
畠
全
く
見
当
ら
な
い
湖
で
あ
る
。

票
＝
臣
ば
、
山
田
忠
魂
仇
∴
ほ
「
窒
親
和
〟
呵
が
面
の
放
し
　
？
東
学
、

感
．
御
感
十
二
年
十
〆
　
芹
考
〕
　
に
お
い
て
、
「
帝
ノ
ダ
ヒ
　
ー

昏
円
」
の
考
鉦
に
寵
し
て
、
頗
論
考
し
て
、
仏
慮
琉
紀
窮
三

十
と
の
　
「
麹
玖
柏
倉
域
南
門
出
す
エ
帝
風
音
増
し
攻
が
、
仏

祖
應
武
通
厳
達
隼
九
の
「
耽
而
放
論
鬼
面
門
会
規
、
出
す
ニ
囁

観
音
」
に
解
択
－
り
∴
八
、
又
、
打
餌
食
「
ふ
丁
治
め
遺
細
諭
の
面

貌
畠
が
三
人
の
絵
師
を
遭
し
た
と
あ
り
亨
が
ら
変
陳
に
観
音

萱
充
た
の
∴
は
二
ノ
へ
の
幾
節
し
か
挙
げ
て
い
甘
い
点
を
跨
ま
え

っ
っ
、
布
親
統
紀
・
布
強
度
常
埠
窮
の
ー
人
を
三
八
に
祓
東

レ
だ
と
畠
及
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
打
聯
象
・
亨

治
め
遺
物
畠
に
収
め
ら
れ
た
賓
志
和
曲
の
角
橡
左
轟
く
に
節

し
て
勿
奇
異
埠
宜
、
∴
糠
の
で
、
琵
く
適
す
る
内
容
軍
碕
フ
た
、
久

離
が
疲
存
し
て
＝
∵
苺
の
で
あ
る
。
東
都
洛
静
の
、
藤
尾
高
山
尋

の
琴
鹿
に
孫
和
め
「
贅
古
紳
助
債
L
の
挽
歌
朝
写
本
が
こ
れ

で
あ
る
、
。
筍
芯
′
卿
歯
痛
は
化
に
全
訳
文
庫
藤
本
が
あ
り
、
え

東
舌
澄
厳
に
竜
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
東
芝
の
た
め
、
こ
こ
で

は
亀
山
尊
厳
本
を
紹
介
し
、
摺
せ
て
二
三
の
点
に
つ
い
て
苗

∵
・
・
．
、
・
．
．
・
・
・

二
、
藤
山
為
厳
1
賓
ふ
如
瀞
璃
」
に
つ
い
て

森
山
尊
厳
「
．
賓
患
加
商
璃
」
の
小
脇
d
、
腹
蔵
朗
書
写
の

鮨
窯
察
朝
型
本
で
、
今
回
の
高
山
為
輿
薦
長
者
靡
令
鍋
蓋
団

の
経
厳
細
魚
に
よ
り
ゾ
高
山
奇
聖
教
類
象
′
部
儀
二
九
〇
号

宅
し
て
牽
廻
さ
れ
た
為
の
で
あ
る
。
瑚
紙
は
硝
東
リ
斐
楓
を

璃
い
∵
二
九
に
押
元
を
廃
し
て
／
賓
l
二
七
行
を
堆
め
、
′
行

に
†
エ
宴
前
段
を
番
い
て
い
冷
。
線
J
十
・
五
渡
、
感
二
ノ
千

三
腰
、
界
高
＝
千
田
渡
、
寒
略
「
八
鹿
、
長
銀
芙
互
丁

の
都
子
で
あ
る
。
外
題
は
衣
敵
の
盈
属
に
1
賓
長
和
瀞
璃
L

と
あ
り
、
衷
鬼
石
眉
に
朱
番
で
「
妾
十
二
／
帝
六
十
一
L
と
あ

る
。
内
題
′
足
腰
は
そ
才

と
ぞ
机
∵
溜
∵
の
・
ユ
う
に
あ
券
。

（
内
周
）
、
賛
恵
和
尚
碑
林
街
を
公

（
足
腰
し
賓
を
加
商
碑

三



巻
頭
の
、
内
腰
く
㍉
に
「
轟
山
寺
」
の
殊
オ
印
が
溜
務
ぺ
＼
持

て
い
る
二
．
又
、
賓
喪
絵
の
丙
軌
の
事
務
に
「
に
湾
本
L
と
滋

護
れ
る
久
婆
が
病
気
誓
、
本
文
は
、
漢
文
が
仝
略
二
努
で
署
か

れ
、
金
臭
に
折
〃
た
っ
て
翼
長
に
よ
っ
て
放
る
、
勘
光
景
、
迭

滋
が
薇
さ
れ
で
二
わ
∴
リ
、
ヲ
コ
上
京
は
憩
い
ゎ
墨
点
の
加
盟
痔

麒
痕
本
束
と
耐
期
で
め
否
。
項
堀
越
あ
る
が
′
え
客
は
紙
て
魂

解
す
‥
為
二
㌧
と
が
出
来
て
、
不
明
の
史
学
が
「
珪
二
千
甘
〓
二
の
出

寿
い
で
あ
租
。
奥
書
は
1
仁
清
l
番
L
と
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、

・
落
掌
耳
喝
や
書
写
着
日
ビ
を
示
す
丈
柴
が
甘
い
の
は
憎
し
い

が
、
1
握
清
春
L
の
、
手
写
l
ニ
J
っ
て
二
の
文
献
の
隼
束
が
放

髭
さ
折
る
の
で
あ
る
ゥ

二
の
轟
山
番
威
「
賓
恵
和
尚
璃
L
の
条
文
は
、
本
編
の
泉

尾
豆
勘
、
写
し
て
示
し
た
。
二
の
本
文
l

二
よ
っ
て
、
新
た
な
知

見
を
璃
る
こ
と
が
出
来
為
。

空
の
㍗
第
二
「
房
、
親
鳥
硝
宛
の
薗
に
お
い
て
で
あ
る
。
狂
暴

の
よ
う
に
∵
腎
右
東
商
牢
自
ら
の
脅
像
去
飽
か
し
ぬ
る
に
慄

し
て
の
奇
異
額
は
、
本
邦
の
打
璃
泉
と
軒
治
惑
漫
解
語
に
．
媒

顔
さ
れ
て
い
る
が
．
匪
泉
の
紹
癖
に
和
し
て
、
最
も
悪
い
内

容
を
碑
っ
本
文
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
打
新
風
・
皆
冶

論
題
財
務
の
貌
絡
￥
里
狂
為
の
ば
、
、
高
山
尊
慮
「
賛
各
卸
劫

将
L
の
三
丁
泉
の
二
啓
官
か
ら
倒
了
承
の
六
行
書
ま
で
の
十

ェ
行
で
あ
る
。
二
の
う
う
、
省
間
集
一
撃
治
姶
遺
物
轟
と
爽

通
す
る
の
ば
、
潔
の
諸
東
で
あ
る
り
・

上
級
韓
の
主
人
耳
が
寮
長
や
潮
で
あ
岳
∵
二
∴
こ
っ

「
賓
志
箪
尚
璃
L
　
（
高
山

者
東
本
）

国

資
私
和
尚
ト
云
壁
　
（
打
閤
濠
）
．

、
管
嘉
こ
笠
即
と
言
∵
小
警

？
腎
冶
碍
薗
）

2
．
轟
・
が
神
前
一
の
肖
像
の
た
れ
に
適
し
た
の
が
三
人
で
あ
る
〓

）
し
。「

ぞ
㌢
人
ノ
雪
音
節
∵

（
畠
山
為
旗
本
）

審
議
；
÷
人
ブ
嶺
二
∵
ル
　
（
訂
彿

賃
）
・
療
画
三
人
邑
つ
か
治

し
て
　
学
沼
冷
遽
〕

3
．
和
尚
が
末
梢
の
∵
乱
で
顔
の
戌
を
裂
い
た
二
と
。

・

・

・

・

∵

・

　

∵

」

一
プ
　
　
ニ
　
　
セ
つ
．
　
什
ノ

変
額
親
閲
L

－
y

へ
高
山
考
慮
泰
）

天

童

ノ

軋

ヲ

嫉

テ

額

ノ

攻

ヲ

丑
ノ
．
ン緒

伊
テ
　
（
訂
朝
来
）
・
犬
ゆ

が
の
つ
め
に
て
額
の
皮
を
さ

し
き
り
て
　
（
亨
冶
瘡
遺
）

‖
竺
聯
師
　
（
確
師
）
　
が
そ
れ
ぞ
れ
巽
煤
フ
た
番
線
像
を
兇
た
こ

、
∴
い

ノ

ノ
人
▼
耳
三
回
八
廟
増
不
変

Y

コ
ノ

絹
士
爪
‥
、

／
　
人
選
与

観
宙
在
尊
慮
1
・
二

｝

十
千
十
碓
観
音
ノ
：

巧
　
薗

人
身

（
高
山
ヰ
鹿
本

一
入
ノ
老
師
ハ
千
才
敬
老
で
）

兇
ル
　
√
人
ノ
老
師
バ
正
観
音

ト
琶
ル
　
（
れ
聯
泉
）

．

・

　

　

㍉

．

　

・

　

・

・

㌧

．

、

ご
み
脅
。
）
人
の
線
画
ば
し



タ
二
二
人
ふ
℃
各
と
二
冥
料

や
う
後
者
と
弱
が
み
奉
り
け

・

　

　

　

　

　

　

　

　

1

！

　

　

　

　

　

‥

っ
た
礫
を
轟
い
た
二
．
と
。

額
の
髭
を
さ
し
き
日
ソ
て
泉
を

放
有
へ
引
の
け
て
あ
る
J
日
ソ

（
守
浴
漁
連
）

つ
へ

三
人
異
風
各
単
一
賂
一

へ
鳥
山
阜
鹿
本
）

各
二
二
冤
マ
、
ニ
（
折
節
東
）

ガ
の
ぐ
l
見
カ
ニ
ま
、
に
う
つ

し
卑
日
ソ
て
　
C
年
酒
扮
藷
讐

6
．
卸
商
が
忽
然
ふ
と
大
井
た
こ
と
。

㊨
高
山
希
威
容
は
三
人
の
痛
師
に
つ
い
て
、
各
～
の
見
た
三

菩
薩
を
明
記
す
る
が
、
哨
聞
泉
・
学
冶
冷
遺
物
藷
這
二
人

の
療
師
に
っ
・
い
て
各
㍉
＝
聖
見
た
二
二
茜
薩
し
か
挙
げ
な
＝
。

夫
、
そ
の
審
経
る
が
冥
な
る
ゎ

・
ニ
′
ナ

乞
者
匁
蒜
が
　
l
チ
切

（
、
春
山
希
康
碁
）

ガ
イ
ケ
ツ
魂
ノ
（
矢
絡
ケ
′
．
リ

（
打
闇
集
）

か
∴
∵
滑
っ
乎
入
ノ
に
し
て
乾
せ

絵
か
ぬ
　
（
亨
滑
冶
遺
〕

√
　
人
～
不
車
高
讐
芥
、
〆
　
人

t
・
l
十
一
海
軍
百
圧
巻
瞳
、

′
人
事
・
・
、
キ
寺
十
線
観
音

（
藤
山
埼
感
本
）

㌦
　
人
ノ
．
：
・
千
手
観
音
、
♂
　
大

ノ
・
⊥
止
線
番
　
（
再
蘭
象
）

〆
人
…
ナ
一
画
観
、
膏
、
（
人

…
レ
ヤ
う
乳
省
　
（
、
哲
治
感
度
）

二
㍍
ト
対
し
て
差
舞
ば
票
の
諸
点
で
あ
為
。

①
国
王
を
衷
可
顔
諭
の
蒙

覇
王
　
へ
、
高
山
蕃
藤
本
〕

ハ
ミ
カ
）

左
下
　
（
狩
碗
象
）

御
門
　
（
学
浴
希
遽
）

②
三
人
の
耳
鼻
の
差

彿
師
　
（
高
山
尋
瀞
本
）

③
顔
面
の
次
の
聞
き
・
万
の
菱

H

ノ

　

　

　

　

　

一

デ

　

ノ

〈

　

竜

　

一

7

鑑
三
眉
間
一
堂
勤
裂
閣

（
L
診
山
寺
厳
木
）

書
画
　
（
打
碗
集
一
）

命
綱
　
（
留
治
這
義
讐

－
ワ
シ

額

ノ

環

ヲ

硝

研

ヂ

薗

ノ

グ

ヒ

ヲ
藍
．
膏
亨
ソ
テ
ヒ
キ
ノ
ケ
テ

（
窮
聯
集
〕

㊦
高
山
考
厳
春
は
三
者
薩
♂
親
好
に
つ
い
て
の
異
体
的
読
甥

が
あ
る
が
、
れ
闇
象
・
亨
汚
婚
遺
物
藤
は
毛
糸
の
み
で
あ

る
。

⑥
省
間
象
一
瞥
治
療
遜
御
薗
に
は
淡
島
作
品
と
写
る
た
め
の

翼
柊
的
な
細
か
い
礪
琴
が
あ
る
。
こ
の
部
会
で
は
君
関
東

と
学
清
聴
遜
財
這
㌢
こ
の
間
に
も
鼻
薬
が
あ
る
。
（
「
利
の

ノ
み
刺
希
す
る
）

（
高
山
与
唐
本
ナ
シ
）

三
人
ノ
婁
画
聖
ノ
虜
。
マ
・
ワ

デ
、
ガ
ウ
．
ノ
＼
　
ノ
郵
」
1
－
割
引

テ

ナ

A

珍

ダ

心

ト

甲

ケ

レ

ハ

シ

バ

シ

下

表

チ

ウ

ル

ハ

　

シ

キ

五



洛
聯
ヲ
ト
、
ノ
　
へ
±
7
才
ノ
ム
∵
出

封
給
ク
リ
ケ
ル
　
（
打
礪
泉
）

三
人
の
命
師
、
聖
の
引
幻
■

て
か
く
宙
冨
田
を
蒙
て
表

る
よ
し
甲
け
酪
ば
「
し

ぼ
L
 
L
 
g
い
か
て
法
鋤
の
玖

珂
の
可
出
あ
か
絵
へ
る
を

（
曹
追
給
遜
澗
轟
）

義
山
舟
蔵
本
と
汀
威
象
′
容
泊
地
盈
珊
轟
と
が
寅
遜
守
る

の
は
、
賓
も
加
商
の
肖
像
に
鰊
杏
奇
異
轟
の
骨
常
を
拷
す
膏

要
す
部
介
で
あ
る
の
∴
に
和
し
て
、
鼻
翼
の
あ
る
の
ば
、
毛
糸

な
ど
の
少
襲
え
ば
れ
耳
鼻
！
富
治
承
薗
解
藷
が
読
嶺
作
品
と

し
て
親
戚
す
か
藩
邸
に
出
る
選
確
約
有
感
等
部
会
の
滅
相
で

あ
幕
。
二
の
二
．
邑
∴
ほ
、
窮
閻
泉
・
、
腎
澄
冶
遜
碑
嶺
の
東
通
敦

麺
の
原
魂
を
考
え
る
上
で
、
商
山
寺
廟
「
賓
息
ノ
刹
尚
櫓
L
が

重
要
夏
蚕
翻
せ
果
尋
ご
と
を
示
す
も
の
Y
考
え
、
り
れ
為
。

細
寛
の
第
／
（
ば
、
国
語
史
の
画
に
わ
い
て
で
あ
る
。
強
食

鳴
控
譲
り
研
究
ふ
頃
刺
で
し
て
、
埠
に
全
文
に
発
さ
れ
た
納
涼

ば
、
必
ず
し
も
詳
患
ノ
L
は
い
え
習
い
が
、
亜
流
え
の
チ
ェ
ヲ

ハ
坤
、
匂
誼
占
∵
挙
恵
な
で
に
よ
っ
て
、
竣
承
期
券
略
、
二
の

賓
志
和
商
略
の
草
丈
を
、
甲
港
南
宅
L
Z
で
の
J
う
に
訓
諌

し
理
解
工
て
い
た
か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
席

犬

訓

㌣

遺

族

各

に

よ

っ

て

後

免

さ

れ

る

次

の

藷

轟

が

、

教

は

サ

留
＝
∵
号
が
ニ
ッ
も
、
券
代
の
国
、
番
の
賓
料
ふ
よ
誓
？
の
は
い
う
ま

で
も
な
＝
。

カ

〃

ノ

ヒ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

ツ

カ

）

　

ヒ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

シ

　

ル

乞
1
勧
　
（
ニ
オ
7
）
　
　
硬
－
手
　
ハ
二
オ
竺
）
　
．
薮
戎
　
（
三
う
∫
）

鶴
乳
（
テ
〕
　
綬
璽
（
享
▼
〕
　
混
畢
ハ
ニ
ウ
ノ
〕

化
ス
　
（
芽
3
）
　
　
　
凄
入
　
（
藷
〃
こ
　
　
密
久
　
へ
一
百
七

昇
．
ン
　
㌻
一
妄
†
）
．
．
破
二
テ
　
　
三
オ
7
　
　
轟
ス
　
芸
　
∫
）

東
風
軍
産
シ
　
（
毒
！
）
　
翠
替
え
　
（
三
サ
ム

行
幸
シ
　
（
三
オ
ウ
）
　
　
靡
蕃
シ
テ
　
C
手
ア
こ

端
正
サ
リ
　
這
オ
！
）
　
　
　
解
禁
シ
テ
　
（
鰭
オ
J

解
放
セ
リ
　
（
愉
オ
∂
）

望
港
ア
テ
　
へ
／
功
3
）

叉
、
次
の
加
護
も
渓
未
桝
親
史
上
、
当
代
の
例
を
和
え
る
二

と
に
汀
〆
る
。

孟
塞
至
芸
7
）
　
欲
宜
ハ
J
芸
）
；
ユ
ニ
「
ホ

ツ
ス
L
　
で
は
、
訓
ま
な
い
〕

q
茸
言
三
三
　
（
二
ア
ハ
ヤ
二
T
L
ゾ
∵
は
勃
ま
悪
い
）

－

ハ
∵
遺
タ
　
（
問
う
・
占
〕
　
（
「
コ
ト
ゴ
ト
ワ
ニ
L
と
誓
訓
∵
ユ
な
言
∵

二
二
哀
グ
　
（
芽
7
・
「
ワ
占
・
．
二
才
7
・
÷
ウ
チ
　
手
ワ
2
）
、
砥
ぐ
プ
）
バ

ー

款

へ

毒

ヱ

、

鯛

へ

ク

六

（

芋

ワ

ノ

「

∵

苗

1

濱

（
舌
j
）
　
軋
釘
号
舎
ヤ
　
ヘ
チ
マ
こ
l
の
呼
怒

ノ

　

さ

ヽ

れ
者
耳
　
へ
羊
子
羊
〕
　
（
∵
耳
書
芸
瑚
塗
の
由
濱
）



要

に

、

潔

の

「

ミ

セ

ジ

ム

」

の

諸

法

を

注

目

さ

れ

る

と

こ

ろ

で
あ
る
か

へ

裂
ヰ
聖
争
塩
㌢
至
魂
師
へ
ニ
ウ
7
）

そ
の
腱
、
密
教
乾
「
蒜
頭
書
の
卑
空
う
県
濱
の
資
料
と
漉
U
U

J
Q
廿
で
、
銀
禽
跨
げ
轟
の
覇
免
資
料
と
し
て
、
轟
頚
の
奄
痢

な
斬
新
を
課
放
し
て
ノ
＼
経
る
の
・
で
あ
る
。

三
、
所
粛
濱
二
∵
牢
澹
L
に
っ
l
い
て

高
山
尊
厳
1
墳
惹
知
命
璃
∴
二
㌘
畢
衣
紙
に
言
、
東
蓄
と
し

・
・
∴
　
　
　
・
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・

る
。
「
濱
」
の
、
琴
は
珍
書
で
あ
っ
て
　
〆
　
可
溌
宣
憩
い
が
．

「
清
」
で
免
て
凄
費
え
な
い
。
高
山
再
度
廣
奥
盛
宴
産
品
豪

第
（
で
幸
、
「
牢
滑
車
L
と
索
ん
で
い
ゑ
二
！
「
牢
濱
哀
し
と

は
仁
癖
の
珂
議
し
た
奉
の
轟
で
あ
′
葛
。

空
清
は
、
高
野
山
奥
馴
鹿
の
学
僧
で
、
牢
滑
方
の
巌
の
　
死

顔
虜
大
串
古
河
啓
裂
く
頑
ば
軽
”
穀
。
刻
め
、
如
確
者
の
寵
楢

濱
努
の
義
手
と
ぼ
り
小
野
の
繍
竃
老
受
け
、
次
に
理
趣
威
令

鞄
に
つ
い
て
重
ね
て
ゑ
旨
を
放
り
、
、
爵
野
山
に
入
っ
て
い
る
。

弟
子
に
成
賛
・
路
果
、
、
蚤
者
皆
ビ
が
ら
二
空
ソ
　
車
久
ゑ
毎
　
へ

エ
〇
四
）
　
六
胃
八
日
入
壊
。
（
璃
避
凄
・
泉
下
・
蝶
甜
尊
厳
棉

蜜
湾
頭
師
質
稲
武
・
鹿
瀬
頚
東
能
事
）

二
の
仁
痛
の
興
奮
を
請
っ
た
本
が
、
轟
山
車
鑑
魂
に
ば
争

教
碑
存
し
て
い
る
。
そ
の
∵
甲
か
ら
三
潜
を
示
そ
う
。

㊥
鳥
山
尊
厳
銀
壇
諜
第
　
へ
聖
教
頚
衆
四
部
八
と
由
四
九
号
）

一
帖

辛
を
癖
代
仁
早
二
乾
　
（
一
＝
ゑ
ニ
〕
　
写
、
仁
濱
肇
、
脅

綬
亀
変
り
丈
、

（
輿
筈
）
　
に
孝
二
耳
三
月
す
召
奇
矯
彙
了
　
皆
仁
漕

衝
口
了
玖
比
釈
え
番
机
玲
鈍
色
脇
机
表
白
妖
前

ノ

　

J

。
帯
食
二
二
？
瑠

祭
文
諜
「
絹
老
台
吠
下
郷
比
率
亡

⑦
島
中
奇
談
頻
度
草
食
（
誓
款
類
第
四
部
八
∵
こ
由
三
一
√
号
ノ
一

／
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通

錯
会
和
裁
等
、
管
絃
凄
、

軍
書
　
桂
庵
正
巌
十
岬
、
そ
エ
軍
軍
手
不
平
巧
率
堰
き
／

己
上
越
師
勧
修
考
犬
僧
都
翻
虜
御
車
硬
度
　
／

仁
清
絶
え
　
（
．
＿
エ
車
奥
書
）

嫉
視
郊
草
本
者
、
毛
　
管
線

＠
高
山
車
威
讃
酋
速
碑
葡
　
（
整
数
輝
第
四
郎
〆
ヒ
ま
粛
二
四

号

ノ

一

五

）

　

　

　

　

′

魂

藤
倉
中
期
望
、
紺
紙

（
奥
番
）
先
師
大
連
已
諷
金
魚
　
／
　
廠
儒
学
答
単
線
師
／

－
．
・
　
1
－
　
・
、
－

匂
賂
雷
妄

セ



へ
勘
は
仁
清
の
包
聾
者
写
本
Y
　
㊨
ば
軽
湾
が
叡
修
尊
藍
痛
讃
男

の
御
諷
項
を
書
写
し
た
本
を
、
薗
倉
初
期
に
轟
山
寺
在
席
の

牽
経
が
薯
等
し
た
も
の
、
③
ば
仁
演
が
そ
の
甲
念
鏡
に
遵
法

を
変
り
だ
「
こ
し
窒
糸
J
？
記
事
で
あ
る
。
仁
清
の
窮
与
の
う
う

戒
、
替
渉
勧
修
身
僧
正
で
あ
る
が
、
え
護
と
施
策
と
は
恵
山
各

に
蘭
経
が
め
り
、
二
八
億
法
系
の
蘭
で
轟
ば
招
て
い
た
　
（
土

質
露
頭
師
璃
薮
澄
珂
葡
梨
の
甲
羅
も
）
　
ら
高
山
奇
に
は
こ
の

、
玖
澄
不
と
範
東
本
．
・
t
が
多
く
簿
格
し
て
い
る
　
へ
築
患
姫
璃
ま

つ
象
山
希
厳
粛
素
面
東
本
の
魂
垂
礪
乾
し
鰯
詣
学
芸
孔
溺
）
。

就
甲
、
真
澄
璧
静
野
山
酉
各
月
工
晩
に
催
し
た
僧
で
、
そ
の

月
上
境
泰
が
轟
山
寺
経
虜
滋
の
一
部
を
占
め
る
の
で
あ
る
が
、

、
蚤
盟
が
そ
の
師
空
曹
の
御
本
を
書
写
し
た
　
へ
．
繋
ま
鮨
法
）
　
の

竜
巻
禁
で
あ
る
。
瑠
上
皮
泰
が
鳥
山
為
工
人
二
た
経
絡
に
つ

い
て
は
、
手
東
野
は
雪
上
寵
が
後
勧
婚
肴
の
別
溌
と
な
っ
た

二
と
な
ど
か
ら
　
二
　
粛
確
肴
に
春
永
し
そ
れ
が
礪
患
上
人
の

時
か
ら
猶
に
空
虚
上
人
仁
浅
草
工
人
の
痢
ド
覿
入
し
た
と
さ
れ
、

築
虜
璃
土
は
高
勢
山
か
＼
り
遜
藤
に
二
南
山
童
に
流
入
し
た
と
見

て
よ
い
の
・
で
は
な
か
ろ
う
か
Y
‡
し
わ
る
。
い
ず
れ
l
こ
せ
J
、

轟
野
山
か
、
り
流
入
し
た
二
と
は
磯
か
で
あ
り
、
仁
清
本
カ
そ

の
よ
、
ブ
な
経
絡
を
迫
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
二
の
　
「
賢
志
郎

㍉

一

．

－

・

　

　

　

．

、

．

　

　

　

　

・

　

－

・

l

商
、
、
彦
山
各
軍
教
甲
承
　
（
畢
夜
学
依
∵
軍
営
喝
代
芋
　
に

＼

ノ

ぱ
1
窮
憲
二
「
酉
甲
し
曲
に
「
璃
髭
弄
像
L
と
し
て
、
「
西
域

璃
二
部
各
†
ニ
巻
L
「
静
潜
頗
∵
こ
抑
ゑ
「
丁
拳
L
「
璃
演
腐
二
峯
し

1
賓
厳
三
顧
傭
人
巻
」
1
薯
竜
久
師
碩
∵
「
義
L
l
襲
蔀
廟
二

者
し
1
浅
瀬
櫓
で
巻
L
「
営
ハ
顛
記
三
芭
」
者
を
裁
せ
て
い
為

が
．
、
「
賓
古
布
前
壊
し
の
ろ
が
裟
ら
＿
昔
日
。
し
か
し
、
章

速
の
高
野
山
よ
り
浪
人
の
皐
燭
中
・
巻
頭
の
「
轟
山
番
し
鞘
か

ら
姓
て
、
二
の
本
が
お
牽
く
と
4
線
舎
時
代
尿
埠
、
轟
山
寺

庶
承
l

二
璃
門
日
ソ
今
日
に
至
っ
た
ど
冤
て
芝
え
え
せ
い
で
あ
J
つ

、
つ
ノ
。田

、
（
離
別
）
姦
蘭
身
鹿
「
管
五
二
聖
瀞
膚
L

M
凡
例
〕

〆
、
〓
？
儲
鋸
は
、
畠
山
考
慮
督
恵
和
尚
璃
ノ
賂
（
議
ふ
希

聖
教
頚
弟
「
節
男
′
ル
九
〇
号
）
の
全
史
を
、
そ
の
壊
丈
後

∂
ま
ま
に
、
亨
の
啓
解
に
破
っ
て
・
離
、
写
し
、
え
、
そ
の
壊
女

に
礎
さ
れ
た
墨
港
の
糾
古
を
も
出
来
る
だ
け
懸
喪
に
呑
そ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
葉
客
の
客
体
は
、
底
本
の
、
字
体
を
宝
か
づ
つ
こ
し
空
席
勘

ピ
し
、
所
讃
、
抄
幼
者
・
瀬
孝
に
つ
い
て
も
、
、
承
「
漆
の
ま

ま
に
翻
、
馨
し
、
そ
の
正
し
い
Y
考
え
ら
れ
る
客
体
を
、
塞

汲
茨
宴
の
麿
に
藤
娘
に
営
ん
で
恭
し
た
。
通
行
の
洛
壊
・
写

塔
に
禽
こ
り
甘
言
二
箕
読
ヱ
す
r
つ
い
て
は
、
発
行
の
旧
清
書
牟



体
に
憲
二
り
た
∵

〆
、
韓
碑
名
の
蓉
泳
ば
、
密
行
の
掌
路
l

二
改
め
た
。
句
点
（
環

、
質
の
菅
平
〕
・
読
点
〇
環
蜜
の
甲
下
〕
・
畠
点
（
凍
客
の

左
下
〕
ぱ
墳
本
の
ま
ま
に
耐
雪
し
た
。
底
本
l

こ
ヴ
∴
日
露
学
長

は
私
に
惑
う
二
で
を
し
な
日
。

「
濁
点
は
、
（
研
新
二
〓
皆
目
㌦

「
．
漂
、
琴
の
．
添
董
二
軍
、
、
庶
一
本
に
こ
錠
っ
7
、
1
．
～
」
で
郭
字
し
た
。

「
＋
門
軟
は
、
底
本
に
放
い
、
各
丁
の
凌
（
オ
〕
・
虜
（
ウ
〕

毎
に
、
行
元
讐
考
嘉
竺
忍
に
こ
加
え
、
各
行
の
行
頭
に
薯
堵
激
辛

で
示
∵
レ
た
∴

∵
菅
．
甑
し

ハ
留
畢
肴
二
鋤
、
和
利
）

二
　
寸
．
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ユ
賓
冬
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音
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∵
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笈
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赤
有
志
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曹
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象
二
∵
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ま
禿
署
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∴
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．
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∴
敬
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1
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．
璃
蘭
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密
膏
化
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2
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汐
沸
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辟
蟹
缶
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．
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鶉
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．
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テ

占
朝
寒
，
衰
弱
鶉
凄
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而
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可
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御

ク
廟
．
珂
吠
故
・
堆
大
師
賓
料
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尚
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．
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．
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．
礼
拝
選
球
勅
旨
・
半
数
刺

キ
Å

す
腰
沖
称
え
塔
．
乞
着
弾
奴
痛
竣
嶺
・

ノ

一

一

プ

　

　

　

　

　

　

　

4

へ

占
真
顔
真
鍋
与
え
蕃
・
、
腎
音
頭
凝

こ

　

乎

1

ァ
簡
玄
象
最
盛
∴
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．
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え
旨
．
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助
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だ
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購
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．
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彗
国
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叡
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‘
卯
．
既
も
天
福
・
そ
・
軋
．
放
眉
碗
・
変
額
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ア
贅
㌔
一
ノ
稀
締
。
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人
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盲
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乳
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才
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1
不
、
竪
璃
桑
．
裏
革
〆
某
塊
、
＼
端
正
　
・
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ノ

三
人
見
十
一
面
貌
お
年
蓄
薩
一
棟
手

っ
▼
壷
礪
事
蜜
斎
ウ
ニ
人
見
ケ
チ
ャ
醇

さ
ノ
ー
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＃
観
老
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－
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孝
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巽
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6
硯
・
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鉄
蹄
了
が
・
、
耳
暮
畢
轡
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7
堪
、
ク
、
理
ビ
．
超
門
野
人
・
夏
季
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．
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、
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呵
開
放
］
　
各
項
料
の
細
魚
・
翻
▼
利
に
当
　
っ
C
は
、
高
山
為
の

葉
山
禦
澄
現
下
、
小
用
、
吟
厳
、
一
璃
本
サ
落
手
厳
の
堵
別
の

御
薗
略
を
恭
う
し
、
勧
教
司
を
協
．
っ
た
。
久
、
、
高
山
古
墳

ノ
　
ェ

堵
賓
者
療
育
細
直
感
の
凍
畠
裕
璃
士
は
じ
め
団
眞
事
故
の

カ
世
轟
き
項
＝
・
た
。
本
場
の
油
印
に
二
は
、
後
々
ネ
慮
蹟
∵
の

浴
せ
畠
に
想
っ
た
。
永
し
て
碁
敵
に
御
礼
甲
上
げ
為
。




